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蒜
高
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
十
月
〜
十
一
月
） 

 

第
二
学
期
期
末
考
査
ま
で
あ
と
一
週
間 

 

今
年
は
国
体
開
催
の
た
め
、
例
年
よ
り
も
早
く
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
二
学
期
も
大
詰
め
で
す
。
あ
と
一
週

間
で
期
末
考
査
が
始
ま
り
ま
す
。
年
末
年
始
に
楽
し
い
予
定
が
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
も
こ

の
期
末
考
査
を
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
テ
ス
ト
前
の
一
週
間
の
授
業
を
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
し
、
課
題
や

ノ
ー
ト
提
出
は
期
限
を
守
り
必
ず
提
出
す
る
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

生
徒
会
役
員
選
挙
（
十
一
月
二
十
四
日
） 

 

次
期
生
徒
会
役
員
を
決
定
す
る
生
徒
会
役
員
選

挙
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
庶
務
会
計
二
名
の

定
数
に
対
し
て
、
会
長
に
は
清
水
健
志
さ
ん
、
副

会
長
に
は
小
椋
健
一
さ
ん
と
谷
口
清
美
さ
ん
、
庶

務
会
計
に
は
高
田
詩
織
さ
ん
、
池
田
紘
士
さ
ん
の

立
候
補
が
あ
り
、
信
任
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

投
票
の
結
果
立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
、
次

期
生
徒
会
役
員
に
決
定
し
ま
し
た
。
生
徒
の
代
表

と
し
て
蒜
山
高
校
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
新
役
員
の
決
意
や
抱
負
な
ど
に
つ

い
て
は
来
月
号
に
掲
載
予
定
で
す 

 

二
年
生
一
日
体
験
入
学
（
十
一
月
十
八
日
） 

 

二
年
生
全
員
が
自
分
の
志
望
に
合
わ
せ
、
「
大
学
コ
ー
ス
」
，
「
専
門
学
校
コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
一
日
体
験
入
学

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、
学
校
の
雰
囲
気
、
学
生
の
頑
張
っ
て
い
る
様
子

を
見
て
、
生
徒
は
刺
激
を
受
け
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

専
門
学
校
の
方
々
は
自
分
の
夢
が
あ
っ
て
、
勉

強
な
ど
は
大
変
そ
う
で
し
た
が
、
と
て
も
イ
キ
イ

キ
し
て
い
て
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
ベ
ル
総
合
福

祉
専
門
学
校
で
の
体
験
で
は
、
手
の
洗
い
方
を
学

び
ま
し
た
。
岡
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
で
は

パ
ソ
コ
ン
で
ゲ
ー
ム
を
作
る
と
き
に
動
か
す
に
は

ど
う
す
れ
ば
動
く
の
か
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し

た
。
専
門
学
校
に
行
っ
て
み
て
、
想
像
と
ち
が
い
、

や
り
が
い
が
あ
り
そ
う
で
し
た
。
（
Ｋ
Ａ
さ
ん
） 

 

就
実
大
学
は
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

広
く
て
迷
い
そ
う
で
し
た
。
講
義
を
受

け
「
勉
強
す
る
所
」
と
い
う
感
じ
が
す

ご
く
し
ま
し
た
。
学
食
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。 

 

中
国
短
期
大
学
も
広
く
て
、
階
段
の

上
り
下
り
が
疲
れ
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ベ
ル
の
体
験
も
で
き
楽
し
か
っ
た

で
す
。
（
Ｋ
Ｓ
君
） 

 

就
実
大
学
で
は
学
校
内
を
見
学

し
て
回
り
ま
し
た
。
建
物
は
と
て

も
新
し
く
て
き
れ
い
で
し
た
。
昼

食
を
学
生
食
堂
で
食
べ
ま
し
た
。

安
く
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

 

中
国
短
期
大
学
で
は
保
育
科
の

体
験
授
業
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
の
演
奏
を
し
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
（
Ｋ
Ｏ
君
） 
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各
部
の
秋
季
大
会
の
結
果
で
す 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
） 

田
邊
・
小
椋 

２-

４ 

藤
森
・
明
石
（
高
専
） 

筒
井
・
眞
山 

０-

４ 

鷲
田
・
高
島
（
津
商
） 

清
水
・
大
家 

２-

４ 

安
田
・
中
山
（
勝
山
） 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
） 

入
澤
・
水
川
０
‐
４
盛
上
・
有
坂
（
林
野
） 

バ
レ
ー
部
（
男
子
） 

 

蒜
山 

０
‐
２ 

落
合 

 

蒜
山 

０
‐
２ 

高
専 

 

バ
レ
ー
部
（
女
子
） 

 

＊
途
中
棄
権 

＊
試
合
中
に
生
徒
が
負

傷
。
部
員
が
六
人
し
か
お

ら
ず
、
試
合
続
行
不
可
能

で
あ
っ
た
た
め
、
棄
権
と

な
り
ま
し
た
。 

卓
球
部
（
男
子
団
体
） 

 
 

予
選
敗
退 

卓
球
部
（
女
子
団
体
） 

 

第
四
位 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

（
女
子
個
人
ダ
ブ

ル
ス
） 

森

下

・

石

原

組

ベ
ス
ト
８ 

秋
季
県
大
会
結
果 

 

卓
球
部
（
女
子
団
体
） 

 

一
回
戦 

蒜
山 

(

不
戦
勝) 

高
松
農 

 

二
回
戦 

蒜
山 

０
‐
３ 

玉
野
光
南

（
ベ
ス
ト 

  

） 

 

三
年
生 

生
活
科
学
コ
ー
ス
（
保
育
園
実
習
） 

 

三
年
生
活
科
学
コ
ー
ス
の
「
保
育
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、

十
一
月
十
六
日
に
川
上
保
育
園
で
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。
園
児

に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
練
習
を
重
ね
、
手
品
、
実
験
、
寸
劇
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。
一
時
間
少
々
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

実
際
に
園
児
と
触
れ
合
い
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。 

（
参
加
生
徒
の
感
想
） 

 

・
実
習
に
行
か
せ
て
も
ら
い
、

園
児
の
前
で
何
か
を
す
る
と

い
う
、
と
て
も
い
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
園
児
の
み
ん
な
が

期
待
以
上
の
反
応
を
示
し
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
園
児

の
み
ん
な
が
と
て
も
可
愛
か

っ
た
で
す 

 

園
児
の
み
ん
な
の
前
で

手
品
を
し
ま
し
た
。
手
品
の

ネ
タ
が
バ
レ
そ
う
に
な
っ

た
の
で
少
し
焦
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

１２月の予定 

１日(金) 新生徒会役員認証式 

４日(月)-８日(金) ２学期期末考査 

11 日(月)-14 日(木) 午前中短縮授業 

15 日(金)・18 日(月) 家庭学習日 

19 日(火)-21(木)  個人面談(１,２年) 

22 日(金) 第２学期終業式 

       冬季休業日(～１月８日) 

1 月９日(火) 第３学期始業式 

 

お知らせ 
 上記予定表にも書いていますが、12月に三
者面談を予定しています（１・２年生）。学校

での様子や成績・進路の話が中心となると思

います。お尋ねになりたいことがありました

ら，事前に各担任までご連絡ください。 
 

  お願い 

新聞をご覧になられた感想，ご意見などあり

ましたら下記までお願いいたします。 

蒜山高校 Tel:66 – 2016（担当 植田） 
e-mail: hiruzen07@pref.okayama.jp 
 



 


